
 

 

 

 

 

 

尾倉中 田中愛理先生、皿倉小 鳥田 野乃先生が保健室の先

生です。保健室の先生（養護教諭）が働く場所は、当たり前です

が、「保健室」です。そして、たいていの学校には「保健室」がある

ので、保健室の先生（養護教諭）は、他の教科の教諭と違って、幼

稚園から大学まで、あらゆる校種で働くことができます。 

小学校や中学校では当たり前の存在として認識されている保

健室の先生（養護教諭）。けがや病気のときに治療してくれる優し

い先生と多くの子どもたちは思っています。 

●小学校の養護教諭は、一般に救急処置から健康相談まですべ

ての職務をこなします。最近は、団塊の世代の退職によって２０代

の新任教職員が多くなっています。そうなると、保健指導や救急処

置や健康相談など、保健室の先生（養護教諭）が行った内容を保

護者に説明する際、担任が保護者に説明するのではなく、保健室

の先生（養護教諭）がすることも多いです。 

●保護者への説明が多くて大変な部分もありますが、小学校の児童は６年間在籍するため、６年

間子どもの成長を見ることができるという点については、小学校の保健室の先生の特権です。 

●中学生は最も多感な時期であり、最も成長が見られる時期です。思春期ということもあり、健康

相談活動も「性」に関することが多くなったり、部活動も本格的に始まったりするため、担任と保護

者だけでなく部活動顧問とのやりとりをすることも重要になってきます。 

●私も３０数年中学校で働いていますが、（小学校もそうですが）中学校の保健室の先生（養護教

諭）には「軸」が必要です。優しいだけでは保健室がたまり場になります。たまり場になりすぎて、最

終的に、けがや病気の対応ができなくなっては本末転倒です。これでは、本来の保健室ではなくな

ってしまいます。とはいえ、厳しいだけだと生徒は保健室に寄り付かず、これもまた保健室の意義が

なくなってしまいます。 

●そのため、保健室の先生（養護教諭）は自分の中に「軸」をもち、毅然とした態度で、時に厳しく

時に優しく、中途半端な態度はとらないようにしないといけません。 

●思春期の時期に寄り添い、共に成長できるという点では、小・中学校も変わりません。 

●その保健室の先生は、毎日多くの児童生徒が利用する保健室を運営するだけでなく、健康指導

や健康相談、教員のケアまで幅広い業務をこなします。具体的には、どのような役割を担っている

のでしょうか。 

●保健室は、学校の保健活動における中核的な役割を果たしています。例えば、健康診断や健康

相談、子どもや教員がけがをしたときの救急処置や保健指導などは、保健室がなければ機能しま

せん。日本では１９４１年に定められた国民学校令において、初めて養護教諭が法的に教育職員と

して位置付けられました。「保健室の先生」として親しまれる養護教諭は、日本独自の職種であり、

海外には保健室の先生という概念がありません。 

●日本の養護教諭は児童生徒のケアと教育の両方を行いますが、海外では一般的に看護師が

「スクールナース」として各学校に配置されています。また、児童生徒の心のケアを行うために、看

護師とは別にカウンセラーが常駐している学校も珍しくありません。心と身体のケアを別々に行う

のが日本との違いです。 

●保健室の先生は、児童生徒はもちろん、教員を含めた学校全体の健康管理や保健指導の中心

といえる存在なのです。 

●保健室の先生が行う仕事の中心となっているのが、児童生徒や教員の健康管理、健康相談へ

の対応、保健室の経営などです。児童生徒の健康管理では子どもたちが抱える学校生活や進路

についての悩みから、自分の身体のことや家庭での悩みまで、幅広い相談に応じるカウンセラーの

役割も担っています。 

●生徒や教員の救急処置やカウンセラーとしての役割、保健室の運営など、多岐にわたる役割を

担う保健室の先生ですが、一般的には各学校に一人しか配置されていません。 

●学年が上がるにつれて保健室の利用率が高まり、なかでも中学３年生の利用が最も多いようで

す。利用者の性別は全ての学校種で女子の割合が高く、高等学校では男子のおよそ１．５倍の女

子生徒が保健室を利用していることがわかりました。 

●保健室の先生は教員や保護者と連携して、子どもたちの成長を促します。例えば、教員には児童

生徒の授業中の様子について共有してもらいます。その際に、生徒を観察するポイントや生徒が発

するサインについて適切に伝えることが大切です。 

●また、保護者には学校通信や保健だよりを通じで情報発信を行います。家庭で子どもを観察す

る際に注意するポイントや保健室は誰でも好きなタイミングで相談できること、学校以外で相談で

きる関係機関の情報などを発信します。 

●心と身体のケアと教育の両方を行う保健室の先生は、以前に増して一人ひとりに合わせた個別

のケアが求められる今、学校教育に欠かせない存在といえます。 

尾倉中・皿倉小は、小中一貫・連携教育モデル校としての取組を進めていますが、それは授

業や学校行事だけの連携ではありません。保健室の連携も大切な取組だと考えています。６年

生の児童が尾倉中に進学したときに、話をしたことがある田中先生が保健室にいたらどうで

しょうか。安心できる空間になるのではないかと考えます。同様に、時々鳥田先生が尾倉中に

来校し、生徒と関わってくれたら生徒はどう思うでしょうか。嬉しいに違いありません。 

繰り返しになりますが、小中一貫・連携教育は全教育活動で目指すべきものであり、それが、

児童生徒の健やかな成長につながると思います。 

今後は、情報発信の一つとして、尾倉中・皿倉小の「保健だより」も両校に掲示する予定です。 

保健室の先生が担う役割と連携したサポートの重要性 


